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医 療 法 人 社 団 三喜会
さ ん き か い

 横 浜 新 緑 総 合 病 院  
よ こ は ま し ん み ど り そ う ご う び ょ う い ん

 

〒 ２ ２ ６ － ０ ０ ２ ５  横 浜 市 緑 区 十 日 市 場 町 １ ７ ２ ６ － ７ 

T E L .  0 4 5 - 9 8 4 - 2 4 0 0 （ 代 表 ）  F A X .  0 4 5 - 9 8 3 - 4 2 7 1 

地 域 医 療 連 携 室  T E L . 0 4 5 - 9 8 4 - 6 2 1 6 （ 直 通 ） 

確 か な 医 療 技 術  

や さ し い 対 応  

地 域 へ の 貢 献  

病院の理念 

新 緑 ニ ュ ー ス 
し ん みどり 

 新 事 務 ⻑ 着 任 ご 挨 拶         管 理 部  事 務 ⻑  外 岡 ⾄ 郎     

 ２⽉１⽇に着任しました外岡 ⾄郎（そとおか しろう）と申します。 

 当院がお世話になっております横浜市緑区周辺は、横浜市の⼈⼝のピークが2019年と⾔われる
中、2030年頃まで⼈⼝が増加すると⾒込まれています。全国的な変化と同様に⾼齢者⼈⼝も
年々増加しており、加齢に伴う健康や体調の不安を感じる⽅が増えると考えられます。 

 そのような地域社会の変化の中で、当院としましては、予防医療として健康診断・⼈間ドックを、 
体調を崩された際には⼀般診療、必要に応じて⼊院・⼿術を、或いは横浜市指定の救急病院 
としてご利⽤頂き、「安⼼して暮らせる街づくり」に貢献したいと考えております。 

 今まで築いてきたものを発展させ、患者さま、地域の皆さま、連携医療機関の皆さまにとって、よりお役に⽴ちますよう、 
また、そのことが職員の誇りとなり更に良い病院となりますよう努めてまいります。どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

「 画 論  The Best Image 2016」 で 優 秀 賞 を ３ 年 連 続 受 賞 し ま し た ︕ 

 東芝メディカルシステムズ主催の医療画像⽤コンテスト「画論 The Best 
Image2016」が開催され、1.5テスラMR部⾨の頭部領域に応募した当院の
２例が優秀賞を受賞しました。  

 受賞に際しては、昨年12⽉18⽇東京国際フォーラムにて、『神経膠腫』   
岩⽉技師、『多発性硬化症』⾦森技師が、プレゼンテーションを⾏いました。 

 今回で24回⽬を迎えるこのコンテストは、検査に対する⼯夫や、撮影技術に 
より診断に有⽤な画像が得られたことを評価するものです。ＣＴ、ＭＲ、 
超⾳波3部⾨で493件の応募の中から、当院のMR画像が⾼い評価を受け、
３年連続の受賞となりました。 

  今後も患者様に安⼼して検査を受けて頂くとともに、診断に役⽴つ質の 
⾼い画像が提供できるよう⼼掛けていきたいと思います。 

   診療放射線技師 ⾦森 正典（MR専⾨技術者） 
左︓岩⽉技師    右︓⾦森技師   

ご ⾯ 会 の ⽅ へ ｜ ⼊ 院 患 者 様 へ の 感 染 防 ⽌ に ご 協 ⼒ を 

 インフルエンザが流⾏しており、横浜市内では流⾏警報も発令されております。 

 ⼊院患者様への感染を防⽌するために、ご⾯会の際はマスクの着⽤と⾯会前後の⼿洗い・⼿指
消毒をお願い致します。また、体調不良の⽅、⼩学⽣以下のお⼦様の⾯会はご遠慮ください。 
 ご理解・ご協⼒をお願い致します。 

横浜市感染症情報センター  http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/idsc/ 予防啓発キャラクター 
マメゾウくんとアズキちゃん 



   当院の詳細はホームページをご覧ください  http://www.shinmidori.com/   ＱＲコード→ 

平成２９年２⽉１８⽇ （⼟） 講師 横浜新緑総合病院  眼科 下⼭ 玲⼦ 副部⻑   
 シリーズ糖尿病   第20回    「糖尿病網膜症で失明しないために︕」    

会場 ⼗⽇市場地区センター  ２階中会議室 （⼗⽇市場駅より徒歩５分） 時間  午後１時３０分〜２時３０分  
お問合せ   地域医療連携室     045-984-6216（直通）    045-984-2400 （代表）  

  平成２９年    みんなの健康講座       主催︓横浜新緑総合病院   ※参加費無料  

 施設管理室は、病院全体の建物の管理と病院内に設置してある設備の
管理を担当しています。⾞椅⼦や点滴⽤スタンド、酸素ボンベといった医療に
関わるものから、事務机、棚、電話など⾮常に沢⼭の種類を取り扱います。 

 メンバ－の経歴はユニ－クで、電気屋さん・⼤⼯さん・⾞屋さんなど、様々な
業界で活躍していた⼈たちが集まっている部署です。 

 現場業務の内容によっては専⾨的な知識が必要な事も多くありますが、 
施設管理室のメンバ－で⼒を合わせ、難題にも負けないよう全員の⼒で成し遂げるように頑張っています。 

 その他、病院と地域を結ぶ3路線の送迎バス（いぶき野線、みなみ台線、三保線）の運⾏管理を⾏い、ご利⽤者様の 
安全を最優先に業務に取り組んでおります。 

平成２９年３⽉１８⽇ （⼟） 講師 リハビリテーション部  ⾔語聴覚⼠ 末綱 和恵  主任 
    「嚥下（えんげ）障害とその予防  〜⾷事の時にむせこみませんか︖〜 」 

部 ⾨ 紹 介 ｜ 施 設 管 理 室  

横 浜 市 救 急 相 談 セ ン タ ー 『 ＃ ７ １ １ ９ 』 を ご 利 ⽤ く だ さ い 

 急な病気やケガで「医療機関を受診するべきか、様⼦をみていいのか」 「救急⾞を呼んだほうがいい︖」 「どこの病院 
（クリニック）に受診できる︖」などと迷った時は、横浜市救急相談センター 『＃７１１９』をご利⽤ください。 

 受診の必要性や緊急性についてのアドバイスを受けられます。また、救急相談センターでは、そのとき受診可能な医療機関
案内も実施しています。 ※緊急時はすぐに119番で救急⾞を呼びましょう︕ 

 ＩＰ電話やダイヤル回線の⽅ は ０４５－２２２－７１１９ をご利⽤ください。 
（すべての電話から着信可能）             

新春の恒例⾏事 「緑区消防出初式」 にて当院⾃衛消防隊が放⽔模範演技を披露 

 1⽉7⽇（⼟）緑区消防出初式が開催されました。式典では、当院の防災・消防活動に対する取り組みが評価されて 
緑消防署⻑より表彰を受け、感謝状を授与されました。 

 総合演技では、横浜市緑区消防操法技術訓練会で優勝した⼥⼦⾃衛消防隊が迅速
な消⽕活動を披露しました。当院では職員⼀同で防災意識を⾼め、今後も積極的に防災 
活動に取り組んでまいります。 

   モバイル版 横浜市医療情報 携帯サイト ＱＲコード→ 


